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 （参考）新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 

「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020 年 5 月 4 日・6 月 19 日改訂）から抜粋 
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手洗いの６つのタイミング 

咳やくしゃみ、鼻を
かんだとき 

 

   

  

外から教室に入るとき 

共有のものを
触ったとき 

 

掃除の後 

給食（昼
食）の前後 

トイレの後 
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②咳エチケット 

咳エチケットとは、感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃ

みをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使っ

て、口や鼻をおさえることです。 
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消毒用エタノール 一部の界面活性剤※ 

次亜塩素酸ナトリウム 

消毒液 
次亜塩素酸水＃ 

 

 

 

 

 

使用 

方法 

・消毒液を浸した

布巾やペーパー

タオルで拭いた

後、そのまま乾

燥させる 

 

【住宅・家具用洗

剤】 

・製品に記載された

使用方法どおりに

使用 

【台所用洗剤】 

・布巾やペーパータ

オルに、洗剤をう

すめた溶液をしみ

こませ、液が垂れ

ないように絞って

使う。拭いた後

は、清潔な布等で

水拭きし、最後に

乾拭きする 

・0.05%の消毒液を浸し

た布巾やペーパータオ

ルで拭いた後は、必ず

清潔な布等で水拭き

し、乾燥させる 

（材質によっては変

色や腐食を起こす場

合があるため） 

 

・感染者が発生した場

合のトイレでは 0.1%

の消毒液を使用 

 

・作り方は、パンフ

レット「0.05%以上の

次亜塩素酸ナトリウ

ム液の作り方」参照

（別添資料１０） 

 

【拭き掃除】 

・製品に、使用方
法、有効成分（有
効塩素濃度）、酸性
度（pH）、使用期限
の表示があること
を確認 

・有効塩素濃度 80ppm

以上のものを使用 

・汚れをあらかじめ

落としておく 

（元の汚れがひど

い場合などは、有

効塩素濃度 200ppm

以上のものを使う

ことが望ましい） 

・十分な量の次亜塩

素酸水で表面をヒ

タヒタに濡らす 

・少し時間をおき

（20 秒以上）、きれ

いな布やペーパー

で拭き取る 

 

 

 

 

 

 

主な 

留意点 

清掃作業中に目、鼻、口、傷口などを触らないようにする 

・引火性があるの

で電気スイッチ

等への噴霧は避

ける 

・換気を充分に行

う 

 

・パンフレット「ご

家庭にある洗剤を

使って身近なもの

を消毒しましょ

う」参照（別添資

料８） 

 

・必ず手袋を使用（ラ

テックスアレルギー

に注意） 

・色落ちしやすいも

の、腐食の恐れのある

金属には使用不可 

・希釈した次亜塩素酸

ナトリウムは使い切り

とし、長時間にわたる

作り置きはしない 

・換気を十分に行う 

・噴霧は絶対にしない 

・児童生徒等には扱わ

せない 

・パンフレット「「次

亜塩素酸水」を使っ

てモノのウイルス対

策をする場合の注意

事項」参照（別添資

料１１） 

※ 効果が確認された界面活性剤を含む洗剤を使用する場合は、以下の情報を参考にすること。 

・別添資料９ 

「有効な界面活性剤を含有するものとして事業者から申告された製品リスト（2020 年 11 月 26 日版）」 

（独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）のホームページ

（https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.html）において随時更新）  

＃「次亜塩素酸を主成分とする酸性の溶液」を指す。 

電気分解によって生成された「電解型次亜塩素酸水」と、次亜塩素酸ナトリウムのpH調整やイオン交

換、ジクロロイソシアヌル酸ナトリウムの水溶などによって作られた「非電解型次亜塩素酸水」の両

方を含む。 

（参考）消毒の方法及び主な留意事項について 


